
平成28年8月19日

の月4目(日)は朝8:00より

資源ごみ回収致します｡

青葉台自治会

環境･保全部会

28年3月一28年8月の資源ゴミ回収実績報告

28年3月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 �#吋繹ﾈ��

区分 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 

新聞 鼎C�ｶr�400kg �3��ｶr�210kg 鉄s�ｶr�500kg 

雑誌 �#��ｶr�640kg 都��ｶr�290kg �#��ｶr�490kg 

ダンボ置ル �#��ｶr�210kg �#3�ｶr�170kg �##�ｶr�200kg 

小計 涛3�ｶr�1,250量g ��ﾃ3#�ｶr�670kg 涛��ｶr�1,190kg 

古布 田�ｶr�90kg 鼎�ｶr�90kg 鉄�ｶr�20kg 

小計 田�ｶr�90kg 鼎�ｶr�90kg 鉄�ｶr�20kg 

アルミ缶 �3�ｶr�40kg 鉄�ｶr�40kg 都�ｶr�60kg 

スチ-ル缶 �6ｶr�10kg ���ｶr�午kg ���ｶr�10kg 

小計 �36ｶr�50kg 田�ｶr�44kg 塔�ｶr�70kg 

1.8L瓶 �#Igｲ�17本 ��9gｲ�5本 ��ygｲ�13本 

ビ-ル瓶 ��9gｲ�4本 ��igｲ�3本 ��Ygｲ�- 

小計 �3ygｲ�21本 �#冏ｲ�8本 �3)gｲ�13本 

市より 釘ﾃ鉄�冷�6,700円 澱ﾃ���冷�3,800円 迭ﾃ#��冷�6,050円 

業者より ��ﾃc�8冷�1,940円 �"ﾃ#c�冷�1,484円 �"ﾃs��冷�2,420円 

合計 澱ﾃc38冷�8,640円 湯ﾃ�c�冷�5,284円 途ﾃ���冷�8,470円 

資源ごみ回 假ｸ-h+"�協力お願いします｡ 

*各ゴミステ山ション､集会所にて回収して

います｡宜しくお願いします｡

*　ストックハウスもご利用下さい｡

9月担当は､　5班松尾班長､ 6班本田班長です｡

よろしくお願いします｡





平成28年7月2〇日(水)第5号めざす学校像｢明るく活力のある楽しい学校｣盛

駅伝大会へ向けた練習初日の様子

【主な行事予定】

了月27日(水〉一8月3日(水)
･･･家庭訪問(l･2年).三者面談(3年)

･･全校登校日へ平和集会

用県下一斉学校閉庁日一1 6日

･･全校登校日

･･宿泊学習〈1年)-23日

職場体験学習(2年〉-24日

用始業式､身体測定へ　表彰伝達

実力テスト　ー2日
･･市P連球技大会
･･給食費納入日･-8日

<8月>

9日(火)

11日(木〉

1 9日(金〉

22日(月)

く9月>
1日(木)

4日(日)

6日(火)

〈心に響いた吾桑〉 ｢西中生徒自ら取り組んでいる『立ち止まり､挨拶をする』を実践し､素晴らしい挨拶を

交わしてくれます.これは全国-の活動と思います.｣地区社協だより第3 1号元交通指導員山内さんの記事から
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際
し
､
一
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期
の
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徒
た

ち
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頑
張
り
を
振
り
返
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と
と
も
に
､
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休
み
の

意
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分
に
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せ
ら
れ
た
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由
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時
間
を
ど
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よ
う
に
使
う
か
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つ
い
て
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し
ま
し
た
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夏
は
､
季
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と
し
て
は
暑
く
過
酷
で
す
｡
ま
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､
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学
校
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ら
離
れ
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い
う
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自
分
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任
さ
れ

た
(
ま
た
は
託
さ
れ
た
)
時
間
が
増
え
る
機
会
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も

あ
り
ま
す
｡
約
四
十
日
間
に
及
ぶ
こ
の
夏
休
み
に
､

｢
あ
の
夏
の
努
力
が
､
今
の
自
分
を
創
っ
た
｡
｣

こ
の
よ
う
な
実
感
を
､
後
々
の
人
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で
振
り

返
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
､
青
春
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ジ
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こ
と
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っ
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ま
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ど
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･
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そ
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が
大
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こ
こ
か
ら
す
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が
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ト

す
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､
生
徒
た
ち
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語
り
か

け
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終
業
式
で
し
た
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む
ご
い
教
育

夏
休
み
を
前
に
､
戦
国
時
代
の
世
か
ら
伝
わ
る

逸
話
を
一
つ
､
紹
介
し
ま
す
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江
戸
時
代
が
始
ま
る
前
の
こ
と
､
駿
河
の
国
を

治
め
て
い
た
今
川
義
元
は
､
政
略
的
に
竹
千
代
(
後

の
徳
川
家
康
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を
人
質
に
取
り
ま
し
た
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義
元
は
､

教
育
担
当
の
家
来
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対
し
､
｢
竹
千
代
に
は
､
む

ご
い
教
育
を
せ
よ
｣
と
三
岳
だ
け
指
示
を
し
ま
す
｡

し
ば
ら
く
経
っ
た
後
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義
元
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を
呼
び
､

｢
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う
な
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子
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?
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と
訊
ね
ま
し
た
｡
家

来
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､
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っ
て
ま
し
た
と
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か
り
に
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え
ま
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い
､
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朝
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ら
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こ
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三
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を
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術
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剣
術
に
励
ま
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､

夜
は
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問
と
､
厳
し
く
教
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し
て
お
り
ま
す
ご

報
告
を
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い
た
義
元
は
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烈
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の
如
く
激
昂
し

ま
し
た
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馬
鹿
者
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そ
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は
む
ご
い
教
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と
は
言
わ
ん
-

朝
は
好
き
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だ
け
長
寝
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せ
､
山
の
幸
や
海
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幸

あ
ふ
れ
る
､
贅
沢
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え
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術
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が
嫌
と
一
一
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し
て
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強
い
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､
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傍
ら
に
は
女
を
侍
(
は
べ
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.
ら
せ
､
本
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の
望
む

と
お
り
に
､
何
で
も
与
え
て
や
る
が
良
い
｡
そ
う

す
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､
大
概
の
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目
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な
る
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家
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､
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こ
ま
で
聞
い
て
､
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っ
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真
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気
付
き
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｡
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て
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大
将
と

な
る
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従
順
な
腑
抜
け
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に
仕
上
げ

よ
う
と
し
だ
の
で
す
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自
由
に
使
え
る
時
間
が
多
く
な
る
夏
休
み
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終
わ
っ
た
後
に
､
す
べ
て
の
生
徒
が
自
分
を
褒
め

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
｡
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風

目
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ど

す
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は
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｢
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-
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｢
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｣

と

い

う
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に

よ

っ

て

､

生

徒

た

ち

は

､

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
彩
っ
て
歩
ん
で
い
ま
す
｡

ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
に
生
息
す
る
一
羽
の
蝶

の

羽

ば

た

き

一

つ

が

､

違

う

方

向

に

硯

を

送

る
と
き
､
世
の
中
が
違
う
方
向
に
流
れ
出
す

と
言
わ
れ
ま
す
｡

心
の
中
に
風
は
吹
い
て
い
る
か
｡

心
を
見
つ
め
る
夏
休
み
､
風
の
源
を
改
め

て
見
つ
め
た
い
と
思
い
ま
す
｡



盈学校数育目標｢国醐視野に立つ､筏･知･体の調和のとれた気概のある日本人の育成｣

生活れ頑｢
徒躍ま張受
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生に日
･じよの昭

床家死たり豪和
上屋者　〇 ､雨三
･損･　河(十

床壊行　川-
下　方　が日年

浸　不　氾で七
水碧豊里

､ノ¥十

甚リミ五

大の
な

被雨二
宮量十
が)六

あれこ　こ募　とれの　　大し

りるのこれ金本いた板東　切ま恐前
きしれ回がとつのも活校うの長日

と思な先ま動の二は先本

轟
･i-●

御ち"とりの　わえた

協がき　○また　れて中

力救つ　すめ　た言学
､わと　　○に　｣わ校

近隣高校で最初にオフ●ン

スクールを開いた西陸高校

〈今日は何の日〉 8月1日･･･豊田佐吉動力織機の特許取得､ 8月4日用吉田松陰誕生､ 8月5日用第1回通庸使出発､

8月6日･･･広島原爆の日､ 8月9日用長崎原爆の日､ 8月1 5日用終戦諦念日､ 8月1 8日･･･豊臣秀吉逝く

進
路
を
選
択
す
る
た
め
に

多
く
の
高
校
で
オ
-
プ
ン
ス
ク
-
ル
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
中
で
､
中
学
校
の
職
員
と
し

て
嬉
し
い
お
話
を
さ
れ
た
学
校
が
あ
り
ま
し
た
の

で
､
紹
介
し
ま
す
｡
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取
り
組
ん
で
き
た
』
な
ど

良
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
ら
っ

一
.
番
生
徒
を
見
て
い
る
の
は
､
担

進
路
選
択
に
困
っ
た
と
き
は
､
一

生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
｡
｣

命
に

徒動
や

細

事
故
を
未
然
に
防
ぐ

大
手
警
備
会
社
の
ホ
-
ム
ぺ
-
ジ
に
､
子
ど
も

の
安
全
を
テ
-
マ
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
｡

取
り
上
げ
ら
れ
た
｢
注
目
の
キ
-
ワ
-
ド
｣
は
､

諌
早
市
内
に
あ
る
そ
の
高
校
の
副
校
長
先
生

が
､
受
験
生
を
子
に
持
ち
､
悩
ま
れ
る
で
あ
ろ
う

保
護
者
の
立
場
に
立
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
｡
お
話

の
内
容
は
も
と
よ
り
､
ジ
-
ン
と
心
が
温
か
く
な

る
よ
う
な
､
人
柄
が
伝
わ
る
説
明
会
で
し
た
｡

実
際
に
そ
の
現
場
に
行
き
､
当
事
者
か

を
聞
く
と
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
-
ム
ぺ

ど
で
は
分
か
ら
な
い
〃

り
ま
す
.
部
活
動
体
臥

ル
が
当
た
ら
な
い
よ
)

部
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姿
､
誘
導
す
l

実
感
　
〃
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い
う
も
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き
な

ッ
カ
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の
車

熱
中
症
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雨
の
日
の
安
全
対
策

子
ど
も
の
携
帯
電
話

性
犯
罪
対
策

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

今
年
の
夏
は
､
例
年
以
上
に

暑
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
｡

大
人
の
目
が
届
き
に
く
く
な
る

夏
休
み
に
､
い
か
に
生
活
習
慣

を
整
え
る
か
｡
特
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(
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手
際
の
良
さ
､
明

生
に
無
茶
ぶ
り
さ

の
心
を
鷲

ル
を
未
然
に
防
ぐ
か
｡
｢
手
は
離
し
て
も
､
目
は

離
さ
ず
｣
と
も
言
わ
れ
ま
す
｡
気
に
な
る
状
況
を

感
じ
た
ら
三
日
｢
大
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夫
?
｣
と
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を
掛
け
た
り
､

担
任
に
相
談
し
た
り
し
て
､
y
こ
と
〃
が
小
さ
い
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史
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大
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｣
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記

述

た

｡

今

回
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､

繋

が

っ
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お
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こ

と

の

に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
｡

内
に
対
処
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
｡

登
校
日
や
始
業
式
で

生
徒
た
ち
が
元
気
に
明

る
く
登
校
で
き
る
よ

う
､
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
｡

【
お
知
ら
せ
】

八
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
六
日
間
は
､

県
下
の
学
校
で
一
斉
に
閉
庁
日
と
な
り
､
職
員
は

不
在
と
な
り
ま
す
｡
部
活
動
も
原
則
※
中
止
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
､
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
｡

※
中
体
連
が
関
係
す
る
九
州
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
･
顧
問
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
｡


